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1.指標の定義を固定する

総資産回転率の定義が「売上⾼ ÷ 総資産」であることを確認した
 - 補⾜：総資産を活⽤してどれだけ売上⾼を⽣み出したか、何回転したかを⽰す指標として扱う

総資本回転率と総資産回転率を同義として扱うことを確認した
 - 補⾜：「総資本回転率＝売上⾼÷総資本（総資産）」の形で⽰される

注意事項チェック



2.⼊⼒データの前提をそろえる

売上⾼が対象期間の損益計算書ベースで確定している
 - 補⾜：⽉次‧四半期も対象期間の売上⾼を使う

総資産が対象期間の貸借対照表ベースで確定している
 - 補⾜：期末総資産は必須。期中平均を使うなら期⾸も必須

売上⾼の計上期間と総資産の計上期間が同⼀会計期間の数値となっている
 - 補⾜：期間ずれがある場合、⽐較は⾏わない

単体か連結かを決め、以後の⽐較でも同じ区分を使う
 - 補⾜：前年差や業種平均との⽐較も同じ区分でそろえる

注意事項チェック



3.総資産の採⽤⽅法を決める

期末総資産で算定するか、期中平均で算定するかを決めた
 - 基準：期中平均＝（期⾸総資産＋期末総資産）÷2

期中の資産変動が⼤きい場合は期中平均を優先する
 - 補⾜：増資‧借⼊‧⼤型設備投資‧在庫急増がある期は、期末だけだとぶれやすい

注意事項チェック



4.計算と記録

総資産回転率を算定した
 - 基準：総資産回転率＝売上⾼÷総資産

算定結果を「X.XX回」で記録し、⼩数点以下の表⽰ルールも併記した
 - 補⾜：例「1.46回（⼩数第2位まで）」

総資産回転期間も必要に応じて算定した
 - 基準：回転⽇数＝総資産÷（売上⾼÷365）

注意事項チェック



5.業種別の⾒⽅を判断⼿順に落とす

⾃社の業種区分を決めた
 - 補⾜：主⼒事業の売上構成で判断する

⽐較に使う「業種別平均」の定義が⼀致していることを確認した
 - 補⾜：総資本回転率が「売上⾼÷総資本（総資産）」である統計を使う

⾃社の総資産回転率と業種平均との差異を算出した
 - 補⾜：「⾃社回転率－業種平均回転率」を計算し、プラスかマイナスかでまず判定する

⾃社の回転率について、前年差を算出した
 - 補⾜：「当期－前期」を固定し、改善か悪化かを判定する

注意事項チェック



6.低下時の原因を式の構造で切り分ける

低下の要因を「売上⾼の減少」か「総資産の増加」かで切り分けた
 - 補⾜：式が「売上⾼÷総資産」なので、分⼦と分⺟のどちらが動いたかを確認する

総資産の増加が原因の場合は、増加要因となった科⽬を特定した
 - 補⾜：棚卸資産、売上債権、固定資産、投資その他の資産など、増加科⽬を列挙しておく

注意事項チェック



計算シート

 ⼊⼒

● 売上⾼：________
● 期末総資産：________
● 期⾸総資産：________（期中平均を使う場合）

 計算

● 期中平均総資産＝（期⾸総資産＋期末総資産）÷2＝（＋）÷2＝____
● 総資産回転率（期末）＝売上⾼÷期末総資産＝÷＝____回
● 総資産回転率（期中平均）＝売上⾼÷期中平均総資産＝÷＝____回
● 回転⽇数＝総資産÷（売上⾼÷365）＝÷（÷365）＝____⽇

 ⽐較

● 業種平均回転率：____回（参照資料名と年次：  ）
● 業種平均との差：⾃社____回－平均____回＝____回
● 前年差：当期____回－前期____回＝____回



チェック漏れ防⽌のための注意事項

単体と連結を混ぜて⽐較してはならない

期間が⼀致しない売上⾼と総資産で算定してはならない

業種平均との⽐較に当たっては、同⼀の計算式による統計を使⽤する

期中の資産変動が⼤きい期は、期末総資産だけの算定を避け、期中平均も併記する

注意事項チェック

※2026年3⽉時点の情報をもとに作成しています


